
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１次給紙ロールによって搬送される印刷媒体を一対の２次給紙ロール間に導き、この一
対の２次給紙ロールの回転により搬送される前記印刷媒体を一対の搬送ガイド部材間を通
して圧胴側に搬送し、この搬送された前記印刷媒体の搬送が印刷部の前記圧胴に引き継が
れる給紙装置において、
　前記一対の搬送ガイド部材の で、前記圧胴の回転により搬送される前記印刷媒体が
接触する一方の搬送ガイド部材を、前記印刷媒体を前記圧胴側にガイドするガイド位置と
、他方の搬送ガイド部材より離間する離間位置との間で移動自在に設け

たことを特徴とする給紙装置。
【請求項２】
　 給紙装置 て、
　前記 の２次給紙ロール 軸には、回転ブレーキ手段による回転ブレーキ力が作用し
ており、 回転ブレーキ手段による前記軸への回転ブレーキ力を解除するブレーキ解除
手段を設け
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うち

る一方、前記一対
の２次給紙ロールのうちの一方の２次給紙ロールを、他方の２次給紙ロールに圧接して前
記印刷媒体に搬送力を付与する圧接位置と、該他方の２次給紙ロールから離間して前記印
刷媒体の搬送抵抗にならない離間位置との間で移動自在に設け、前記一方の２次給紙ロー
ルが圧接位置に位置する場合には前記一方の搬送ガイド部材をガイド位置に、前記一方の
２次給紙ロールが離間位置に位置する場合には前記一方の搬送ガイド部材を離間位置に、
それぞれ移動するように連動させ

請求項１記載の であっ
他方 の

この
、前記一方の搬送ガイド部材が前記ガイド位置から前記離間位置に変移されて



たことを特徴とする
給紙装置。
【請求項３】
　１次給紙ロールによって搬送される印刷媒体を一対の２次給紙ロール間に導き、この一
対の２次給紙ロールの回転により搬送される前記印刷媒体を一対の搬送ガイド部材間を通
して圧胴側に搬送し、この搬送された前記印刷媒体の搬送が印刷部の前記圧胴に引き継が
れる給紙装置において、
　前記一対の搬送ガイド部材の で、前記圧胴の回転により搬送される前記印刷媒体が
接触する一方の搬送ガイド部材を、前記印刷媒体を前記圧胴側にガイドするガイド位置と
、他方の搬送ガイド部材より離間する離間位置との間でそれぞれ移動自在に設け、前記一
対の２次給紙ロールの 一方の 軸には、回転ブレーキ手段
による回転ブレーキ力が作用しており、 回転ブレーキ手段による前記軸への回転ブレ
ーキ力を解除するブレーキ解除手段を設けたことを特徴とする給紙装置。
【請求項４】
　請求項１～ 記載の給紙装置にあって、
　前記１次給紙ロールから前記一対の２次給紙ロールに搬送される前記印刷媒体は、前記

２次給紙ロールから前記圧胴に搬送をガイドする前記一対の搬送ガイド による
湾曲方向と同じ方向に湾曲させたことを特徴とする給紙装置。
【請求項５】
　請求項１～ 記載の給紙装置を給紙部としたことを特徴とする孔版印
刷装置。
【請求項６】
　請求項 記載の孔版印刷装置にあって、
　１個の前記圧胴に複数の版胴を近接して配置し、各版胴に製版済みの孔版原紙を巻き付
け装着し、前記各版胴と前記圧胴との同期回転により前記各版胴側の前記孔版原紙に前記
印刷媒体を前記圧胴とにより圧接させながら搬送して前記印刷媒体に前記各孔版原紙の穿
孔部を介してそれぞれインク転写させることを特徴とする孔版印刷装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、印刷媒体を圧胴に給紙する給紙装置及びこれを用いた孔版印刷装置に関し、特
に、給紙台からの搬送方向と圧胴への進入搬送方向とが大きく異なる給紙搬送経路を取る
装置に有効な技術に係わる。
【０００２】
【従来の技術】
この種の従来例の孔版印刷装置として図８に示すものがあり、図８は孔版印刷装置の一部
概略構成図である。図８に示すように、図示しない装置本体内には第１版胴１０１と第２
版胴１０２と圧胴１０３とがそれぞれ回転自在に配置され、第１版胴１０１及び第２版胴
１０２は圧胴１０３の中心角にして約９０度離れた圧胴１０３の外周面の位置にそれぞれ
近接されている。第１版胴１０１及び第２版胴１０２の各外周面には版座部１０１ａ，１
０２ａが設けられ、この版座部１０１ａ，１０２ａに図示しない孔版原紙をクランプする
原紙クランプ部１０１ｂ，１０２ｂが設けられている。
【０００３】
又、第１版胴１０１及び第２版胴１０２の各外周面には版座部１０１ａ，１０２ａ及びバ
ネ１０４を利用して第１版胴１０１及び第２版胴１０２の周壁を形成するインク通過性部
材から成るスクリーン１０５がそれぞれ張設されており、この各スクリーン１０５はイン
クの通過を許容する例えばメッシュ構造体で構成されている。第１版胴１０１及び第２版
胴１０２の各スクリーン１０５の内部スペースには各スクリーン１０５の内周面にインク
を供給するインク供給ロールである中押しロール１０６，１０７がそれぞれ設けられてお
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いる際及び前記一方の２次給紙ロールが前記圧接位置から前記離間位置に変移されている
際に前記ブレーキ解除手段により前記軸への回転ブレーキ力を解除し

うち

うちのいずれか ２次給紙ロールの
この

３のいずれか１項に

一対の 部材

４のいずれか１項に

５



り、この各中押しロール１０６，１０７はスクリーン１０５を押圧しない待機位置とスク
リーン１０５を押圧する押圧位置との間で移動される。印刷動作時には各中押しロール１
０６，１０７は押圧位置に位置され、押圧位置ではスクリーン１０５が外方側に膨出され
る。又、第１版胴１０１側のスクリーン１０５には中押しロール１０６を介して第１色の
インクが、第２版胴１０２側のスクリーン１０５には中押しロール１０７を介して第２色
のインクがそれぞれ供給されるように構成されている。圧胴１０３の外周面側には印刷用
紙１０８の先端をクランプ可能な用紙クランプ部１０９が設けられており、給紙部１１０
より給紙された印刷用紙１０８の先端をクランプし、排紙部１１１の入り口付近でクラン
プ解除する。
【０００４】
給紙部１１０は、印刷用紙１０８が積層される給紙台１１２と、この給紙台１１２から最
上位置の印刷用紙１０８に圧接する１次給紙ロール１１３と、この１次給紙ロール１１３
の搬送下流に配置された一対の２次給紙ロール１１４，１１４と、この一対の２次給紙ロ
ール１１４，１１４と圧胴１０３との間で印刷用紙１０８の搬送ガイドを行う一対の搬送
ガイド部材１１５，１１５とを有する。１次給紙ロール１１３の回転によって最上位置の
印刷用紙１０８のみが一対の２次給紙ロール１１４，１１４まで搬送され、この搬送され
た印刷用紙１０８は、一対の２次給紙ロール１１４，１１４の回転によって圧胴１０３の
回転に同期して圧胴１０３側に供給される。
【０００５】
次に、印刷の概略動作を説明する。第１色用の画像データに基づいて製版された孔版原紙
の先端を第１版胴１０１の原紙クランプ部１０１ｂにて、第２色用の画像データに基づい
て製版された孔版原紙の先端を第２版胴１０２の原紙クランプ部１０２ｂにてそれぞれク
ランプして各スクリーン１０５の外周面に装着する。次に、図８にて矢印で示す方向に、
第１版胴１０１と第２版胴１０２及び圧胴１０３が同期して回転され、この状態で圧胴１
０３に給紙部１１０より印刷用紙１０８が搬送される。
【０００６】
この搬送された印刷用紙１０８は圧胴１０３の用紙クランプ部１０９でクランプされ、圧
胴１０３の外周面に沿って第１版胴１０１と圧胴１０３との間を通過する。この通過の際
に中押しロール１０６がスクリーン１０５を押圧してスクリーン１０５が外方側に膨出し
印刷用紙１０８に孔版原紙の穿孔を介して第１色のインク画像が転移される。第１版胴１
０１と圧胴１０３との間を通った印刷用紙１０８は、第２版胴１０２と圧胴１０３との間
に搬送され、印刷用紙１０８が第２版胴１０２と圧胴１０３との間を通過する。この通過
の際に同様に中押しロール１０７がスクリーン１０５を押圧して第２色のインク画像が転
移される。そして、圧胴１０３の用紙クランプ部１０９が排紙部１１１の入り口付近まで
回転すると、用紙クランプ部１０９がクランプ解除し、クランプ解除された印刷用紙１０
８が排紙部１１１によって所定の位置まで排紙される。以上より２色印刷がなされるもの
である。
【０００７】
次に、給紙動作を説明する。１次給紙ロール１１３が回転すると、給紙台１１２に載置さ
れた最上位置の印刷用紙１０８のみが搬送され、この搬送された印刷用紙１０８はその先
端が一対の２次給紙ロール１１４，１１４間に導かれた位置で停止される。次に、圧胴１
０３の回転に同期して２次給紙ロール１１４が回転し、この２次給紙ロール１１４の回転
により印刷用紙１０８が一対の搬送ガイド部材１１５，１１５にガイドされることによっ
て圧胴１０３に対して所定の進入ポイントで、且つ、所定の進入角度で給紙される。給紙
された印刷用紙１０８は上記したように圧胴１０３によって引き続き搬送される。
【０００８】
そして、一対の２次給紙ロール１１４，１１４は給紙完了するとその回転が停止されると
共に、該一対の２次給紙ロール１１４，１１４の一方が他方に対して離間位置に変移され
る。これによって圧胴１０３による印刷用紙１０８の搬送の障害にならないようにしてい
る。
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【０００９】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上記従来例の孔版印刷装置のように単一の圧胴１０３に対して２つの版胴
１０１，１０２を配置する装置では、第１版胴１０１が圧胴１０３の斜め上方位置に配置
されることから圧胴１０３の回転に対してそれよりも搬送上流位置が給紙ポイントとなる
ため、圧胴１０３への進入搬送方向が略垂直方向となる。それに対し、給紙台１１２から
の搬送方向はさばき角を考慮すると水平方向より２０度程度傾斜した方向となる。以上よ
り、給紙台１１２からの搬送方向と圧胴１０３への進入搬送方向とが大きく異なる給紙搬
送経路となる。このような給紙搬送経路では、圧胴１０３が印刷用紙１０８を搬送する際
に、印刷用紙１０８がその腰によって一直線状になろうとするので、印刷用紙１０８の後
端側が一対の搬送ガイド部材１１５，１１５の一方に摺動しながら搬送されるため、印刷
用紙１０８にはその摺動抵抗によって大きなバックテンションが作用するという問題があ
る。このように大きなバックテンションを作用させながら印刷用紙１０８が搬送されると
、印刷用紙１０８の安定した搬送が困難であり、印刷用紙１０８より多量の紙粉が発生す
る等の不具合が発生する。特に、腰の強い印刷用紙１０８の場合には不具合が顕著になる
。
【００１０】
又、上方の２次給紙ロール１１４の軸にはバックラッショを防止するために回転ブレーキ
手段の回転ブレーキ力が作用している装置にあっては、印刷用紙１０８の後端側が回転ブ
レーキ力の作用した２次給紙ロール１１４にも摺動しながら搬送されるため、これによっ
ても同様に大きなバックテンションが作用し、同様の問題が発生する。
【００１１】
そこで、本発明は、前記した課題を解決すべくなされたものであり、圧胴による印刷媒体
の搬送に際して印刷媒体に発生するバックテンションを極力防止できる給紙装置及びこれ
を用いた孔版印刷装置を提供することを目的とする。
【００１２】
【課題を解決するための手段】
　請求項１の発明は、１次給紙ロールによって搬送される印刷媒体を一対の２次給紙ロー
ル間に導き、この一対の２次給紙ロールの回転により搬送される前記印刷媒体を一対の搬
送ガイド部材間を通して圧胴側に搬送し、この搬送された前記印刷媒体の搬送が印刷部の
前記圧胴に引き継がれる給紙装置において、前記一対の搬送ガイド部材の で、前記圧
胴の回転により搬送される前記印刷媒体が接触する一方の搬送ガイド部材を、前記印刷媒
体を前記圧胴側にガイドするガイド位置と、他方の搬送ガイド部材より離間する離間位置
との間で移動自在に設け

たことを特徴
とする。
【００１３】
　この給紙装置では、一対の２次給紙ロールの回転により印刷媒体が一対の搬送ガイド部
材にガイドされて圧胴側に搬送され、この搬送された印刷媒体が圧胴の回転と共に搬送さ
れる際に、一方の搬送ガイド部材がガイド位置から離間位置に変移されると、印刷用紙の
後端側が一方の搬送ガイド部材に摺動することなく搬送される。

【００１６】
　請求項 の発明は、 給紙装置 て、前記 の２次給紙ロール 軸
には、回転ブレーキ手段による回転ブレーキ力が作用しており、 回転ブレーキ手段に
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うち

る一方、前記一対の２次給紙ロールのうちの一方の２次給紙ロー
ルを、他方の２次給紙ロールに圧接して前記印刷媒体に搬送力を付与する圧接位置と、該
他方の２次給紙ロールから離間して前記印刷媒体の搬送抵抗にならない離間位置との間で
移動自在に設け、前記一方の２次給紙ロールが圧接位置に位置する場合には前記一方の搬
送ガイド部材をガイド位置に、前記一方の２次給紙ロールが離間位置に位置する場合には
前記一方の搬送ガイド部材を離間位置に、それぞれ移動するように連動させ

特に、一対の２次給紙ロ
ールのうちの一方の２次給紙ロールの移動に連動して一方の搬送ガイド部材が変移される
ため、一方の搬送ガイド部材の移動機構を簡単な構成にできる。

２ 請求項１記載の であっ 他方 の
この



よる前記軸への回転ブレーキ力を解除するブレーキ解除手段を設け

たことを特徴とする。
【００１７】
この給紙装置では、一対の２次給紙ロールの回転により印刷媒体が一対の搬送ガイド部材
にガイドされて圧胴側に搬送され、この搬送された印刷媒体が圧胴の回転と共に搬送され
る際に、回転ブレーキ手段の回転ブレーキ力が解除されると、印刷用紙の後端側が回転ブ
レーキ力が作用しない一方の２次給紙ロールに接触しながら搬送される。
【００１８】
　請求項 の発明は、１次給紙ロールによって搬送される印刷媒体を一対の２次給紙ロー
ル間に導き、この一対の２次給紙ロールの回転により搬送される前記印刷媒体を一対の搬
送ガイド部材間を通して圧胴側に搬送し、この搬送された前記印刷媒体の搬送が印刷部の
前記圧胴に引き継がれる給紙装置において、前記一対の搬送ガイド部材の で、前記圧
胴の回転により搬送される前記印刷媒体が接触する一方の搬送ガイド部材を、前記印刷媒
体を前記圧胴側にガイドするガイド位置と、他方の搬送ガイド部材より離間する離間位置
との間でそれぞれ移動自在に設け、前記一対の２次給紙ロールの 一方の

軸には、回転ブレーキ手段による回転ブレーキ力が作用しており、 回
転ブレーキ手段による前記軸への回転ブレーキ力を解除するブレーキ解除手段を設けたこ
とを特徴とする。
【００１９】
　この給紙装置では、一対の２次給紙ロールの回転により印刷媒体が一対の搬送ガイド部
材にガイドされて圧胴側に搬送され、この搬送された印刷媒体が圧胴の回転と共に搬送さ
れる際に、一方の搬送ガイド部材がガイド位置から離間位置に変移され、且つ、回転ブレ
ーキ手段の回転ブレーキ力が解除されると、印刷用紙の後端側が一方の搬送ガイド部材に
摺動することなく、且つ、回転ブレーキ力が作用しない

一方の２次給紙ロールに接触しながら搬送される。
【００２０】
　請求項 の発明は、請求項１～ 記載の給紙装置にあって、前記１次
給紙ロールから前記一対の２次給紙ロールに搬送される前記印刷媒体は、前記 ２次
給紙ロールから前記圧胴に搬送をガイドする前記一対の搬送ガイド部材による湾曲方向と
同じ方向に湾曲させたことを特徴とする。
【００２１】
　この給紙装置では、請求項１～請求項 の発明の作用に加え、１次給紙搬送における印
刷媒体が２次給紙搬送の湾曲方向に湾曲され、１次給紙搬送から２次給紙搬送にスムーズ
に移行する。
【００２２】
　請求項 の発明は、請求項１～ 記載の給紙装置を給紙部としたこと
を特徴とする。
【００２３】
　この孔版印刷装置では、給紙部において請求項１～請求項 の発明と同様の作用が得ら
れる。
【００２４】
　請求項 の発明は、請求項 記載の孔版印刷装置にあって、１個の前記圧胴に複数の版
胴を近接して配置し、各版胴に製版済みの孔版原紙を巻き付け装着し、前記各版胴と前記
圧胴との同期回転により前記各版胴側の前記孔版原紙に前記印刷媒体を前記圧胴とにより
圧接させながら搬送して前記印刷媒体に前記各孔版原紙の穿孔部を介してそれぞれインク
転写させることを特徴とする。
【００２５】
　この孔版印刷装置では、給紙台からの搬送方向と圧胴への進入搬送方向とが大きく異な
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る給紙搬送経路となる装置において、請求項 の発明と同様な作用が得られる。
【００２６】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の一実施形態を図面に基づいて説明する。
【００２７】
図１～図７は本発明の一実施形態を示し、図１は孔版印刷装置の概略構成図、図２は孔版
印刷装置の給紙部の概略構成図、図３は２次給紙ロールが圧接位置に搬送ガイド部材がガ
イド位置に位置する状態を示す説明図、図４は２次給紙ロールと搬送ガイド部材が共に離
間位置に位置する状態を示す説明図、図５は２次給紙ロールの正面図、図６は給紙動作時
のタイミングチャート、図７（Ａ）は印刷用紙が１次給紙でガイド板に当接した状態を示
す概略図、図７（Ｂ）は印刷用紙が１次給紙を完了した状態を示す概略図である。
【００２８】
図１に示すように、孔版印刷装置１は、原稿読取部２と、製版部３と、印刷部４と、給紙
部５と、排紙部６と、２カ所の排版部７とから主に構成されている。
【００２９】
原稿読取部２は装置本体８の上部に設けられ、印刷に供される原稿を光学的に読み取る。
この光学的に読み取った情報は電気信号に変換され、第１版胴インク色用と第２版胴イン
ク色用の各画像データとして生成される。又、画像データは所定の指令（拡大、縮小等）
に基づいて加工可能である。
【００３０】
製版部３は、装置本体８に水平移動自在に設けられた製版ユニット９を有し、この製版ユ
ニット９は製版ユニット移動手段１０によって孔版原紙１１を第１版胴２５に供給する第
１原紙供給位置と孔版原紙１１を第２版胴２６に供給する第２原紙供給位置（図１の位置
）との間で移動される。製版ユニット移動手段１０は、製版ユニット９側に固定された製
版ユニット移動モータ１２と、この製版ユニット移動モータ１２の回転軸１２ａに固定さ
れたウオームギア１３と、このウオームギア１３に噛み合っている図示しないウオームホ
イールと、このウオームホイールと同軸に固定されたピニオンギア１４と、このピニオン
ギア１４が噛み合っており、装置本体８側に固定されたラック１５とから構成されている
。
【００３１】
製版ユニット９は、ロールされた長尺状の孔版原紙１１を収容する原紙収容部１６と、原
紙収容部１６に収容された孔版原紙１１の先端側を搬送下流にガイドする複数の搬送ロー
ル１７と、これら搬送ロール１７の下流に配置されたサーマルヘッド１８と、このサーマ
ルヘッド１８の対向位置に配置され、図示しないライトパルスモータの駆動力により回転
するプラテンロール１９と、これらプラテンロール１９及びサーマルヘッド１８に対して
孔版原紙１１の搬送方向の下流に配置され、図示しないライトパルスモータの駆動力によ
り回転する原紙送りロール２０と、この原紙送りロール２０が圧接するガイド板２１と、
これら原紙送りロール２０及びガイド板２１とプラテンロール１９及びサーマルヘッド１
８との間に配置された原紙カッタ２２とを有する。
【００３２】
印刷部４は、第１版胴２５と第２版胴２６及び圧胴２７を有し、第１版胴２５と第２版胴
２６は圧胴２７の左右の斜め上方位置にそれぞれ配置されている。即ち、第１版胴２５及
び第２版胴２６は圧胴２７の中心角にして約９０度離れた圧胴２７の外周面の位置にそれ
ぞれ近接されている。第１版胴２５と第２版胴２６及び圧胴２７はそれぞれ回転自在に設
けられており、図１にて矢印でそれぞれ示すように、各外周面の近接・圧接箇所で同一方
向で、且つ、同一周速度になるよう図示しないドラム回転機構によって回転される。この
ドラム回転機構は、図示しないメインモータを駆動源として駆動される。
【００３３】
第１版胴２５及び第２版胴２６は、回転自在に支持された左右の環状枠体の間が版座部２
８で連結され、この版座部２８は第１版胴２５及び第２版胴２６の外周面の一部を構成し
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ている。版座部２８には原紙クランプ部２９が設けられており、この原紙クランプ部２９
で孔版原紙１１の先端がクランプされる。又、各版座部２８にはスクリーン３０の先端側
が固定され、このスクリーン３０が第１版胴２５及び第２版胴２６のそれぞれの一対の環
状枠体の各外周面に巻き付けられている。各スクリーン３０の後端側はバネ３１を介して
各版座部２８に張設されており、スクリーン３０はバネ３１のバネ力に抗して外方に膨出
可能に設けられている。この各スクリーン３０は例えばメッシュ構造体であり、後述する
中押しロール３３で押圧されると、内面側から外面側にインク３８が通過する。つまり、
各スクリーン３０は、インク３８が供給される第１版胴２５及び第２搬送２６の外周面部
として構成されている。
【００３４】
第１版胴２５及び第２版胴２６の各スクリーン３０の内部にはインナープレス機構３２が
それぞれ収容されている。この各インナープレス機構３２は、印刷圧をスクリーン３０の
内周側から作用させる機能とインク３８を版胴２５，２６の周壁を形成するスクリーン３
０の内周面に供給するインク供給ロールの機能とを兼用する中押しロール３３を有する。
中押しロール３３は両側のロール支持部材３４に回転自在に設けられており、図示しない
駆動手段によって第１版胴２５や第２版胴２６の回転に同期して回転駆動される。このロ
ール支持部材３４は支持軸３５を中心として回転自在に支持され、ロール支持部材３４が
図１の矢印ａ方向に回転移動して中押しロール３３がスクリーン３０の内周面を押圧する
押圧位置と、ロール支持部材３４が図１の矢印ｂ方向に回転移動して中押しロール３３が
スクリーン３０の内周面から離間する待機位置との間で変移可能に構成されている。中押
しロール３３は、印刷時には押圧位置とされ、印刷時以外では待機位置とされる。
【００３５】
又、このロール支持部材３４には第１ドクターロール３６及び第２ドクターロール３７が
それぞれ固定されている。第１ドクターロール３６及び第２ドクターロール３７は円柱状
を有し、ともに中押しロール３３の近接位置に配置されている。中押しロール３３の外周
スペースであって、第１ドクターロール３６及び第２ドクターロール３７で囲まれる上方
スペースには図示しないインク供給部よりインク３８が供給され、この位置にインク溜ま
り３９が構成される。第１版胴２５側には第１色のインク３８が、第２版胴２６側には第
２色のインク３８が、それぞれ供給される。第１ドクターロール３６と中押しロール３３
とのギャップは中押しロール３３に付着するインク膜厚が所定となるように設定され、第
２ドクターロール３７と中押しロール３３とのギャップは、インク漏れが生じない程度に
設定されている。つまり、中押しロール３３が回転すると、中押しロール３３の外周面に
は第１ドクターロール３６とのギャップによって所定膜厚のインクが連続的に付着され、
中押しロール３３によってスクリーン３０にインクが供給される。
【００３６】
又、圧胴２７の外周面の所定箇所には用紙クランプ部４０が設けられ、この用紙クランプ
部４０で印刷媒体である印刷用紙４１の先端をクランプできる。
【００３７】
給紙装置である給紙部５は、印刷媒体である印刷用紙４１が積層される給紙台４２と、こ
の給紙台４２から最上位置の印刷用紙４１のみを搬送する２つの１次給紙ロール４３ａ，
４３ｂと、この一対の１次給紙ロール４３ａ，４３ｂの搬送下流に配置された上下一対の
２次給紙ロール４４ａ，４４ｂと、この上下一対の２次給紙ロール４４ａ，４４ｂと圧胴
２７との間で印刷用紙４１の搬送ガイドを行う一対のガイド部材４５ａ，４５ｂとを有す
る。
【００３８】
排紙部６は、印刷が完了した印刷用紙４１の先端をガイドする上方規制ガイド部４６と、
圧胴２７から剥離されない印刷用紙４１を剥ぎ取る用紙剥取り爪４７と、上方規制ガイド
部４６でガイドされ、用紙剥取り爪４７で剥ぎ取られた印刷用紙４１を搬送する一対の排
紙ロール４８，４８と、この一対の排紙ロール４８，４８によって排紙される印刷用紙４
１を積層状態で載置する排紙台４９とを有する。
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【００３９】
排版部７は、第１版胴２５及び第２版胴２６に対応して２カ所に同一の構成を有するもの
が設けられている。各排版部７は、第１版胴２５や第２版胴２６の外周面に少し離間して
配置された一対の排版ロール５０，５１と、この一対の排版ロール５０，５１間に掛けら
れ、原紙クランプ部２９より解除された孔版原紙１１の先端を導く排版誘導ベルト５２と
、この排版誘導ベルト５２より導かれた孔版原紙１１を排版ロール５１と共働して第１版
胴２５や第２版胴２６より引き剥がしながら搬送する排版ロール５３と、この各排版ロー
ル５１，５３によって搬送されて来る孔版原紙１１を収納する排版ボックス５４と、この
排版ボックス５４の奥側に孔版原紙１１を押圧する圧縮板５５とを有する。
【００４０】
次に、上記給紙部５の構成を説明する。図２に示すように、１つの１次給紙ロール４３ａ
は、積載された印刷用紙４１の最上位置の印刷用紙４１に圧接され、他の１つの１次給紙
ロール４３ｂは、さばき台６０の上面に圧接されており、１次給紙ロール４３ａの回転に
より給紙台４２から複数の印刷用紙４１が搬送された場合にさばき台６０により下方の印
刷用紙４１に搬送抵抗を与え最上位置の印刷用紙４１のみを１次給紙ロール４３ｂの回転
により搬送することによって常に１枚の印刷用紙４１のみを搬送する。
【００４１】
一対の１次給紙ロール４３ａ，４３ｂと一対の２次給紙ロール４４ａ，４４ｂとの間には
ガイド板６１が設けられ、このガイド板６１は印刷用紙４１の先端を一対の２次給紙ロー
ル４４ａ，４４ｂの間に導く。ここで、図２に示すように、さばき台６０の面を延長した
延長線Ｌ１がガイド板６１に突当たるように設定されており、図７（Ａ）に示すように、
一対の１次給紙ロール４３ａ，４３ｂより搬送される印刷用紙４１の先端は、常にガイド
板６１に当接し、図７（Ｂ）に示すように、印刷用紙４１の先端側がガイド板６１の傾斜
によって上方に湾曲するようにガイドされる。即ち、一対の２次給紙ロール４４ａ，４４
ｂから圧胴２７に搬送をガイドする一対の搬送ガイド部材４５ａ，４５ｂによる湾曲方向
と同じ方向に湾曲させるように構成されている。又、一対の１次給紙ロール４３ａ，４３
ｂと一対の２次給紙ロール４４ａ，４４ｂとの間の搬送経路を検出対象とする弛みセンサ
６２が設けられ、この弛みセンサ６２が印刷用紙４１の先端を検出した時点を基準として
印刷用紙４１の１次給紙終了時が設定される。
【００４２】
一対の２次給紙ロール４４ａ，４４ｂの内で上方のものはゴム部材にて、下方のものは樹
脂部材にてそれぞれ構成されている。図５に示すように、上方の２次給紙ロール４４ａの
軸６３の一方端には、図示しないメインモータからの回転が扇形ギア６４より間欠的に伝
達されるように構成されており、所定のタイミングで上方の２次給紙ロール４４ａが回転
される。上方の２次給紙ロール４４ａの軸６３の他方端には、ブレーキ解除手段であるク
ラッチ部６５を介して回転ブレーキ手段であるトルクリミッタ６６が連結されている。ク
ラッチ部６５がオン時にはトルクリミッタ６６が作用して軸６３の回転には回転ブレーキ
が作用し、クラッチ部６５がオフ時にはトルクリミッタ６６が作用せず、軸６３の回転に
は回転ブレーキが作用しないように構成されている。クラッチ部６５のオン・オフのタイ
ミングについては、後述する給紙動作にて説明する。
【００４３】
図３及び図４に示すように、下方の２次給紙ロール４４ｂの軸６７は、支軸６８を中心に
回転するアーム部材６９に回転自在に支持され、このアーム部材６９にはローラカム７０
が設けられている。このローラカム７０は回転カム部７１の外周面に当接されており、回
転カム部７１は図示しないメインモータの回転に連動して回転される。つまり、下方の２
次給紙ロール４４ｂは、回転カム部７１の回転位置に応じて、上方の２次給紙ロール４４
ａに圧接する圧接位置（図３の位置）と、上方の２次給紙ロール４４ａより離間する離間
位置（図４の位置）との間で移動される。
【００４４】
　又、一対の搬送ガイド部材４５ａ，４５ｂの で、圧胴２７の回転により搬送される
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印刷用紙４１の後端側が接触する一方の搬送ガイド部材４５ａはガイド支持部材７２に固
定されており、このガイド支持部材７２は支軸７３を中心に回転自在に支持されている。
ガイド支持部材７２と前記アーム部材６９との間はリンク部材７４によって連結されてお
り、一方の搬送ガイド部材４５ａが下方 の２次給紙ロール４４ｂに連動して移動
するように構成されている。つまり、下方の２次給紙ロール４ ｂが圧接位置に位置する
場合には一方の搬送ガイド部材４５ａがガイド位置（図３の位置、図２の実線位置）に、
下方の２次給紙ロール４４ｂが離間位置に位置する場合には一方の搬送ガイド部材４５ａ
が離間位置（図４の位置、図２の仮想線位置）に、それぞれ位置される。この移動タイミ
ングについては、後述する給紙動作にて説明する。
【００４５】
次に、上記孔版印刷装置１の２色印刷動作を簡単に説明する。原稿読取部２では、印刷の
原稿を読取り、これより第１版胴インク色用と第２版胴インク色用の各画像データを生成
する。
【００４６】
製版部３では、プラテンロール１９と原紙送りローラ２０の回転により長尺状の孔版原紙
１１を搬送し、原稿読取部２で読取った画像情報に基づきサーマルヘッド１８により孔版
原紙１１に感熱穿孔して第１版胴インク色用と第２版胴インク色用とをそれぞれ製版し、
この穿孔された製版済みの孔版原紙１１の後方箇所を原紙カッタ２２で切断して所定長さ
の第１版胴インク色用と第２版胴インク色用の各孔版原紙１１を作る。そして、製版ユニ
ット９を第１原紙供給位置として、第１版胴インク色用の孔版原紙１１を第１版胴２５側
に供給し、製版ユニット９を第２原紙供給位置として、第２版胴インク色用の孔版原紙１
１を第２版胴２６側に供給する。
【００４７】
印刷部４では、製版部３で製版された第１版胴インク色用の孔版原紙１１の先端を第１版
胴２５の原紙クランプ部２９でクランプし、このクランプした状態で第１版胴２５が回転
されて孔版原紙１１を第１版胴２５のスクリーン３０の外周面に巻き付け装着する。又、
製版部３で製版された第２版胴インク色用の孔版原紙１１の先端を第２版胴２６の原紙ク
ランプ部２９でクランプし、このクランプした状態で第２版胴２６が回転されて孔版原紙
１１を第２版胴２６のスクリーン３０の外周面に巻き付け装着する。
【００４８】
給紙部５では、第１版胴２５と第２版胴２６及び圧胴２７の回転に同期して印刷用紙４１
を搬送し、印刷用紙４１の搬送は圧胴２７によって引き継がれる。
【００４９】
一方、印刷部４では、印刷時以外は各中押しロール３３を待機位置とし、中押しロール３
３をスクリーン３０より離間する位置に位置させる。印刷時は各中押しロール３３を押圧
位置とし、第１版胴２５及び第２版胴２６を圧胴２７と共に回転させる。すると、各中押
しロール３３は、スクリーン３０の内周側を押圧しながらスクリーン３０の内周面上を回
転する。中押しロール３３の外周面には連続的にインク３８が供給されるため、この回転
によってスクリーン３０にはインク３８が転移される。又、中押しロール３３の押圧によ
ってスクリーン３０は外周側に膨出し圧胴２７に圧接状態となる。そして、給紙部５より
給紙された印刷用紙４１は圧胴２７にクランプされ、このクランプされた印刷用紙４１が
圧胴２７と共に回転して第１版胴２５と圧胴２７との間に搬送される。この搬送されてき
た印刷用紙４１が第１版胴２５の中押しロール３３と圧胴２７との間でスクリーン３０及
び孔版原紙１１と共に押圧されながら搬送される。
【００５０】
次の印刷用紙４１が第２版胴２６と圧胴２７との間に搬送され、この搬送されてきた印刷
用紙４１が第２版胴２６の中押しロール３３と圧胴２７との間でスクリーン３０及び孔版
原紙１１と共に押圧されながら搬送される。この各押圧搬送過程で印刷用紙４１に孔版原
紙１１の穿孔部分からインク３８が転写され、以上より２色の画像が印刷される。印刷用
紙４１の先端が第２版胴２６側の中押しロール３３の位置を過ぎその下流まで来ると、用

10

20

30

40

50

(9) JP 3720679 B2 2005.11.30

（一方）
４



紙クランプ部４０が解除される。
【００５１】
排紙部６では、印刷用紙４１の先端側を上方規制ガイド部４６でガイドし、印刷用紙４１
の先端側を用紙剥取り爪４７で圧胴２７より剥ぎ取り、その後、一対の排紙ロール４８，
４８を介して排紙台４９に搬送する。
【００５２】
又、排版部７では、新たな製版を開始するに際して、先の印刷用の孔版原紙１１が第１版
胴２５及び第２版胴２６の各スクリーン３０の外周面に巻き付け装着されている場合には
、製版する前段階で第１版胴２５及び第２版胴２６の原紙クランプ部２９を解除し、解除
した孔版原紙１１の先端側を第１版胴２５及び第２版胴２６を回転しながら排版誘導ベル
ト５２で導き、且つ、一対の排版ロール５１，５３によって搬送して排版ボックス５４に
収納する。
【００５３】
次に、上記給紙動作を図６のタイミングチャートに沿って説明する。メインモータの回転
により第１版胴２５及び第２版胴２６と共に圧胴２７が同期回転している過程で、メイン
モータの回転が所定タイミングで伝達されて下方の２次給紙ロール４４ｂが離間位置から
圧接位置に、搬送ガイド部材４５ａが離間位置からガイド位置に変移される（図２の実線
位置、図３の位置）。下方の２次給紙ロール４４ｂ及び搬送ガイド部材４５ａの移動が完
了すると、クラッチ部６５がオフからオンにされてトルクリミッタ６５が作用する状態と
なる。
【００５４】
次に、一対の１次給紙ロール４３ａ，４３ｂが回転を開始して１次給紙が行われる。印刷
用紙４１の先端はガイド板６１にガイドされて一対の２次給紙ロール４４ａ，４４ｂ間に
導かれ、弛みセンサ６２が印刷用紙４１の先端を検出してから所定時間経過後に一対の１
次給紙ロール４３ａ，４３ｂの回転が停止される。この１次給紙に際し、印刷用紙４１の
先端は、図７（Ａ）に示すように、ガイド板６１に当接してガイド板１６から図７（Ａ）
のＦにて示す反力を受けるため、図７（Ｂ）に示すように、後述する２次給紙時と同様に
下方に円弧状突出するよう湾曲変形される。
【００５５】
次に、上方の２次給紙ロール４４ａが回転を開始し、２次給紙が行われる。印刷用紙４１
は、一対の搬送ガイド部材４５ａ，４５ｂにガイドされて搬送され、印刷用紙４１の先端
が所定の進入位置でかつ所定の進入角度で圧胴２７に導かれる。印刷用紙４１の先端が圧
胴２７の用紙クランプ部４０でクランプされ、上記したように印刷用紙４１の搬送が圧胴
２７に引き継がれる。印刷用紙４１の先端が圧胴２７の用紙クランプ部４０でクランプさ
れた時点で２次給紙ロール４４ａの回転が停止される。２次給紙ロール４４ａの回転が停
止されると、クラッチ部６５がオンからオフにされてトルクリミッタ６５が作用しない状
態、即ち、トルクリミッタ６５の回転ブレーキが作用しない状態になると共に、下方の２
次給紙ロール４４ｂが圧接位置から離間位置に、搬送ガイド部材４５ａがガイド位置から
離間位置に変移される（図２の仮想線位置、図４の位置）。
【００５６】
２次給紙を終えた印刷用紙４１は圧胴２７の回転によって圧胴２７の外周面に沿って搬送
されるが、この搬送の際には、一方の搬送ガイド部材４５ａがガイド位置から離間位置に
変移されているので、印刷用紙４１の後端側が腰によって一直線状になっても一方の搬送
ガイド部材４５ａに摺動することなく搬送される。又、印刷用紙４１の後端側が一方の２
次給紙ロール４４ａに接触しながら搬送されるが、２次給紙ロール４４ａにはトルクリミ
ッタ６５による回転ブレーキ力が作用していないため、回転ブレーキ力に抗することなく
搬送される。以上より、圧胴２７による印刷用紙４１の搬送に際して印刷用紙４１にバッ
クテンションがほとんど作用せず、バックテンションが作用することによる不都合が生じ
ない。
【００５７】
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即ち、上記孔版印刷装置１のように単一の圧胴２７に対して２つの版胴２５，２６を配置
する装置では、第１版胴２５が圧胴２７の斜め上方位置に配置されるから圧胴２７の回転
に対してそれよりも搬送上流位置が給紙ポイントとなるため、圧胴２７への進入搬送方向
が略垂直方向となる。それに対し、給紙台４２からの搬送方向はさばき角を考慮すると水
平方向より２０度程度傾斜した方向となり、以上より給紙台４２からの搬送方向と圧胴２
７への進入搬送方向とが大きく異なる給紙搬送経路となる。このような装置において、圧
胴２７による印刷用紙４１の搬送に際して印刷用紙４１にバックテンションがほとんど作
用させずに搬送することができる。
【００５８】
上記実施形態では、圧胴２７による印刷用紙４１の搬送に際して、一方の搬送ガイド部材
４５ａをガイド位置と離間位置とに移動させる手段と、２次給紙ロール４４ａ，４４ｂの
回転ブレーキを解除する手段とを設けたが、このいずれか一方のみ設けても圧胴２７によ
る印刷用紙４１の搬送時におけるバックテンションの発生を極力防止できる。
【００５９】
上記実施形態では、一方の２次給紙ロール４４ｂの移動に連動して一方の搬送ガイド部材
４５ａが移動するように構成したので、一方の搬送ガイド部材４５ａの移動機構を簡単な
構成にできる。
【００６０】
上記実施形態では、一対の１次給紙ロール４３ａ，４３ｂから一対の２次給紙ロール４４
ａ，４４ｂに搬送される印刷用紙４１は、一対の２次給紙ロール４４ａ，４４ｂから圧胴
２７に搬送をガイドする一対の搬送ガイド部材４５ａ，４５ｂによる湾曲方向と同じ方向
に湾曲させたので、１次給紙搬送における印刷用紙４１が、図７（Ｂ）に示すように、２
次給紙搬送の湾曲方向に湾曲され、１次給紙搬送から２次給紙搬送にスムーズに移行する
ため、印刷用紙４１の搬送が安定化する。
【００６１】
尚、上記実施形態では、孔版印刷装置１の給紙部５に本発明を適用したが、何等かの理由
により給紙台からの搬送方向と印刷部への進入搬送方向とが大きく異なる給紙搬送経路と
なる装置であれば、孔版以外の印刷装置にも同様に適用できる。又、１個の圧胴２７に２
つの版胴２５，２６を近接して配置した孔版印刷装置１に適用したが、１個の圧胴２７に
３つ以上の版胴を近接配置する装置や、版胴が１つであるが、何等かの理由により給紙台
４２からの搬送方向と圧胴２７への進入搬送方向とが大きく異なる給紙搬送経路となる装
置に適用可能である。
【００６２】
【発明の効果】
　以上説明したように、請求項１の発明によれば、一対の２次給紙ロールの回転により印
刷媒体が一対の搬送ガイド部材にガイドされて圧胴側に搬送され、この搬送された印刷媒
体が圧胴の回転と共に搬送される際に、一方の搬送ガイド部材がガイド位置から離間位置
に変移されると、印刷用紙の後端側が一方の搬送ガイド部材に摺動することなく搬送され
るため、圧胴による印刷媒体の搬送に際して印刷媒体にバックテンションの作用するのを
極力防止できる。

【００６４】
　請求項 の発明によれば、一対の２次給紙ロールの回転により印刷媒体が一対の搬送ガ
イド部材にガイドされて圧胴側に搬送され、この搬送された印刷媒体が圧胴の回転と共に
搬送される際に、回転ブレーキ手段の回転ブレーキ力が解除されると、印刷用紙の後端側
が回転ブレーキ力が作用しない一方の２次給紙ロールに接触しながら搬送されるため、圧
胴による印刷媒体の搬送に際して印刷媒体にバックテンションの作用するのを極力防止で
きる。
【００６５】
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特に、一対の２次給紙ロールのうちの一方の２次給紙ロールの移動に連
動して一方の搬送ガイド部材が変移されるため、一方の搬送ガイド部材の移動機構を簡単
な構成にできる。

２



　請求項 の発明によれば、一対の２次給紙ロールの回転により印刷媒体が一対の搬送ガ
イド部材にガイドされて圧胴側に搬送され、この搬送された印刷媒体が圧胴の回転と共に
搬送される際に、一方の搬送ガイド部材がガイド位置から離間位置に変移され、且つ、回
転ブレーキ手段の回転ブレーキ力が解除されると、印刷用紙の後端側が一方の搬送ガイド
部材に摺動することなく、回転ブレーキ力が作用しない

一方の２次給紙ロールに接触しながら搬送されるため、圧胴による印刷媒体の搬送
に際して印刷媒体にバックテンションがほとんど作用しない。
【００６６】
　請求項 の発明によれば、１次給紙搬送における印刷媒体が２次給紙搬送の湾曲方向に
湾曲され、１次給紙搬送から２次給紙搬送にスムーズに移行するため、印刷媒体の搬送が
安定化する。
【００６７】
　請求項 の発明によれば、請求項１～請求項 記載の給紙装置を孔版印刷装置の給紙部
としたので、給紙部において請求項１～請求項 の発明と同様の効果が得られる。
【００６８】
　請求項 の発明によれば、請求項 記載の孔版印刷装置にあって、１個の圧胴に複数の
版胴を近接して配置し、各版胴に製版済みの孔版原紙を巻き付け装着し、各版胴と圧胴と
の同期回転により各版胴側の孔版原紙に印刷媒体を圧胴とにより圧接させながら搬送して
印刷媒体に各孔版原紙の穿孔部を介してそれぞれインク転写させるので、給紙台からの搬
送方向と圧胴への進入搬送方向とが大きく異なる給紙搬送経路となる装置において、請求
項 の発明と同様な効果が得られる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施形態を示し、孔版印刷装置の概略構成図である。
【図２】本発明の一実施形態を示し、孔版印刷装置の給紙部の概略構成図である。
【図３】本発明の一実施形態を示し、２次給紙ロールが圧接位置に搬送ガイド部材がガイ
ド位置に位置する状態を示す説明図である。
【図４】本発明の一実施形態を示し、２次給紙ロールと搬送ガイド部材が共に離間位置に
位置する状態を示す説明図である。
【図５】本発明の一実施形態を示し、２次給紙ロールの正面図である。
【図６】本発明の一実施形態を示し、給紙動作時のタイミングチャートである。
【図７】本発明の一実施形態を示し、（Ａ）は印刷用紙が１次給紙でガイド板に当接した
状態を示す概略図、（Ｂ）は印刷用紙が１次給紙を完了した状態を示す概略図である。
【図８】従来例の孔版印刷装置の要部を示す概略構成図である。
【符号の説明】
１　孔版印刷装置
４　印刷部
５　給紙部（給紙装置）
１１　孔版原紙
２５　第１版胴（版胴）
２６　第２版胴（版胴）
２７　圧胴
４１　印刷用紙（印刷媒体）
４２　給紙台
４３ａ，４３ｂ　一対の１次給紙ロール
４４ａ，４４ｂ　一対の２次給紙ロール
４５ａ，４５ｂ　一対の搬送ガイド部材
６３　軸
６５　クラッチ（ブレーキ解除手段）
６６　トルクリミッタ（回転ブレーキ手段）
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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